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Today's robot 5
　渡辺哲也





凌聖愚遊＜りょうせいぐゆう＞18
　弾射音




　18




　奈緒美はコンテストで優勝できなかったにもかかわらず、性懲りもなく冬物の制作を始めた。お陰でおれはまた着せ替え人形だ。もちろん、型紙も作るが、まずは生地をおれの体にあてがって、インスピレーションを得るんだとよ。それにしても、こんな梅雨時に冬物とは、暑くてしょうがない。

　奈緒美はこうして、コンテストに挑戦し続けている。さっさと諦めてどこかの服飾メーカーに就職しようなんて考えは起こさない。あくまでも、フリーのデザイナーとして独り立ちするつもりなのだ。若いころからフリーで独り立ちできるもんかとおれは思うのだが、彼女はごく真面目だ。どっかに就職してデザインをし、次第に頭角を現すという手段もあるが、彼女はそれは好まない。

　それに、おれのアシスタントを続けるつもりでもいる。どこかの服飾メーカーに就職したら、おれのアシスタントはやめなきゃならないからだ。

　有難いことなのか、有難迷惑なのか、おれにもよくわからない。

　一つだけ、いいことがある。ファッションセンスのあまりないおれにとって、奈緒美はおれの女装にとっても適切なアシスタントなのだ。

　おれは女物の既成服も買うが、彼女のデザインした服も嫌いじゃない。むしろ、既製服より彼女のオリジナルのほうが多い。彼女は、おれに最も似合う服を作ってくれる。おれの美しさ、可愛らしさ、セクシーさを引き立ててくれるのだ。別におれは自惚れているんじゃない。彼女はただ美人にふさわしい服を作っているだけで、おれが彼女にとっての美人というわけだ。

　まあ、それはどうでもいい。とにかく、冴木洋子から榊原真一とのなれそめを聞きださなくては。

　約束の時間ぴったりに、おれは彼女のマンションへ行った。洋菓子の土産を持参して。近くのケーキ屋で洒落た焼き菓子が売られているので、パティシエに頼んで適当に詰め合わせてもらったのだ。洋子は喜んだ。それ以上に、おれがちゃんと約束通りにやってきたことに喜んだ。おれは今日もナチュラルなメイクだ。可愛らしい妹分。女装を始めた最初のうちは、勘の鋭い女にはバレることがままあったが、今では男の気配を消して完全に女になりきるすべを心得ている。洋子も、おれを二十代前半の女の子だと信じ切っている。

　ちなみに、今日のおれのいでたちは白のシャツブラウスと白のコットン地のロングスカート。大人っぽく見せようとして失敗してしまったという設定だ。洋子からすれば、可愛らしく見えるだろう。

「どうぞどうぞ。入って入って」

　洋子は満面の笑みを浮かべておれを招じ入れる。おれは「お邪魔します」と囀るように言って入っていった。

　パンプスのアンクルストラップをはずすとき、ちょっと可愛らしい仕草をしてみせる。洋子はますます笑顔になる。ほとんど有頂天だ。

　おれはさっと室内を見渡した。彼女のマンションは2DKだった。単身者用の2DK。と言うと身も蓋もないが、結構お洒落な部屋だ。高級ワンルームマンションにもう一つ部屋がおまけについているという感じだな。キッチンは小ぢんまりとして使いやすくなっている。ベランダもお洒落だ。まあ、洋子が上手に室内を飾り付けているのだが。

　洋子は観葉植物が好みらしく、室内に二鉢、大きなのがあった。ベランダでは物干し竿に花を植えた植木鉢をいくつかぶら下げている。ベランダに面した大きいほうの部屋にはテレビやコンポや書棚やソファがあった。小さいほうの部屋はベッドとチェストボックスだ。ソファにもベッドにも多くのクッションが乗っかっている。それから、書棚の隣の棚には、いくつか人形が飾られていた。どれも高価そうな人形だ。おれは人形には詳しくないが、中にはフランス人形らしい、大きなものもある。

　洋子は紅茶を淹れてくれた。おれはコーヒー党で、紅茶はどちらかといえば苦手だが、嬉しそうに飲むふりをした。それから、おれが持参した焼き菓子を摘んでしばらくおしゃべりに興じる。

　頃合いを見計らって、おれは単刀直入に訊いた。こういうことは遠回しじゃないほうがいい。

「洋子さんは、付き合っている男の人はいるんですか」

「あたし？　いるわよ」

　目を大きくして言う。

「でしょうね」

　おれは頷いてみせた。

「洋子さん、美人だから、きっといい人がいると思って」

「何言ってるの。雅子ちゃんのほうがきれいよ」

「そんな、あたしなんか」

　おれは恥ずかしそうな顔をした。

「でも、うらやましいなあ。順調なんでしょ」

「不倫なの」

　こともなげに、彼女は言った。

「え？」

　おれは驚いたふりをしてみせる。

「あたし、不倫してるの」

　おれは目を見開いて彼女を見つめた。

「あはは。そんなびっくりした顔で見ないで」

　洋子が笑う。

「でも、うそ」

「相手は四十五歳の妻子持ち。取引先の会社の専務。仕事上の付き合いが男女の関係に発展してしまったの」

「……ほんとうなんですね」

「嘘をつく必要がある？」

　おれは溜息をつき、つぶやくように言った。

「でも、不倫だなんて」

　彼女も溜息を洩らす。

「びっくりしたでしょう。無理もないわ。でも、これがあたしの現実。でも、希望がないわけじゃない」

「と、言うと？」

「その男の人は、奥さんと別れてあたしと再婚すると言っている」

「そんな」

「見損なった？」

「いいえ、そんなこと」

「見損なってもいいのよ。あたしは確かに、一つの家庭を崩壊させようとしているんだから」

　予想もしない言葉が出てきて、おれは演技じゃなくマジで驚きはじめた。その一方では、手間が省けると冷静に考えてもいた。洋子に、勝手にしゃべらせておけばいい。聞かなかったことも教えてくれるだろう。

「いつごろからですか」

　おれは興味津々のふりをして訊いた。

「半年くらい前。うちの会社の重役と相手の会社の重役が忘年会を開いたの。あたしはそこに同席させられた。社内一の美人という理由でね。そこであたし、酔っ払ってしまって、榊原さんが──その人、榊原っていうんだけど──榊原さんがここまで送ってくれたの。彼も酔ってた。家に上がって、水を飲ませてくれたり介抱してくれたりしているうちに、肌を合わせちゃった」

　そこまで言って、洋子は軽く笑い声を上げた。いささか自嘲気味だ。おれは神妙な顔をした。まさか、一緒に笑うわけにもいかない。

　おれとしては、もう少し突っ込んで質問したかった。だが、これ以上詮索するわけにはいかない。あの、ヤクザ風の男についても情報が欲しい。いつか、機会があるだろう。しょっちゅう会っていれば、いつかあの男と一緒のところもつかまえられるかもしれない。

「あたしの不倫のことはもういいわ」

　洋子はぱっと明るい顔になった。

「それよか、雅子ちゃんの彼氏の問題だわ。これからどうするか、相談しましょう」

「この間も言ったように」

　おれは遠慮しがちに言った。

「洋子さんからお金をお借りするわけにはいきません」

「あら、遠慮することはないのよ。もっとも、三百万全額はちょっときついけど」

「もちろん、あたしもそんなことは望んでいません」

「率直に言って。いくらぐらい用意できるの？」

「ボーナスを合わせても、百万が精一杯です」

　おれは言った。洋子は天井を見上げて数秒の間思案する。それからまたぱっと明るい笑顔になった。

「わかった。二百万ね。なんとかなる。でも、あげるんじゃないのよ。あくまでも、貸すんだから」

「もちろんです。でも、いけません。返せるかどうか、自信がありません。あたし、大学を出たばかりだから、安月給なんです」

「出世払いでいいのよ。どうしたの。そんなに泣きそうな顔して。気にしないで。女はあつかましいくらいのほうがいいのよ。でも、その代わりと言ってはなんだけど」

「どういうことですか？」

　洋子が笑顔をやめて、いきなり真剣な顔でおれを真正面から見据えた。

「雅子ちゃん、ほんとに美人ね」

「そんな」

「雅子ちゃんが羨ましい」

「そんな」

「抱きしめちゃいたい」

　そのまま、洋子は言葉通りにおれを抱きしめた。

　ちょっとまずい。胸のパッドに気づかれたら事だ。おれは洋子に抱きしめられたまま、両腕で胸を庇って体をすくませた。

　そして、洋子はいきなりおれをソファの上で押し倒した。

「な、何するんですか！」

　洋子はおれにのしかかり、おれの唇に自分の唇を重ねた。両手でおれの肩を押さえ込んでいる。火事場の馬鹿力かどうか知らんが、意外なほど強い。おれはもがいた。振り切れない程度にもがいた。

　洋子の行動は想定内だった。おれの予想は当たったのだ。

　彼女はバイセクシュアルだったのだ。

　初めておれを見たときに彼女が目をまんまるにしたことで、おれは彼女がバイセクシュアルではないかと踏んだのだ。おれの直観は正しかった。ますます事態がいいほうに進んでいく。

　だが、とりあえずこの状態を何とかしないと。

「うぐ。うぐ」

　洋子はきつく唇を押し付けてくる。おれは両手で彼女を押し戻そうとした。もちろん、力をセーブして。

「うぐ。や、やめてください！」

　やっと唇を離す。しかし、そこからがすごかった。ところ構わず、キスの嵐だ。頬に、首筋に、鎖骨に、キスの雨を降らす。これ以上下のほうにキスをされるとヤバい。おれは彼女を押し戻し、ついでに彼女の頬を平手打ちした。

「やめてください！」

　おれは再び叫ぶ。彼女を押しのけて、体を起こした。そのまま、床に放り出してあったバッグを拾い、玄関に走っていく。

「待って！」

　おれの背中に声をかける。おれは振り返らなかった。そのまま内またでパンプスを履き、ドアのノブに手を掛ける。

　もちろん、すべて演技だ。ドアはロックされていた。おれは震える手でドアチェーンをはずそうとして失敗するふりをした。

「お願い、待って！」

　おれは手を止めて彼女を振り返った。

「だって、こんなの」

「謝るわ。ごめんなさい。自分で自分を抑えきれなかった。お願いだから、とりあえず落ち着いて」

「でも、洋子さんは」

「そう。もうわかったでしょ。あたしはきれいな女の子が好きなの」

「でも、さっき、男の人と不倫してるって言ったじゃないですか」

「──両刀使いなの」

　おれは目をまんまるにした。もちろん、これも演技だ。

「お願い、とりあえず戻って」

「もうしないと約束しますか？」

「約束する」

「二度としませんか？」

「先のことはわからない。でも、今はとりあえずもうしない」

「そんなのだめです。帰ります」

「待って！　雅子ちゃんもいけないのよ」

「どうしてあたしが……」

「だって、あんまり美人で可愛いから」

　おれは赤面するふりをした。

「お願いだから部屋に戻って。雅子ちゃんの彼氏のことを話し合いましょう。あたしも冷静になる。きっと、雅子ちゃんの役に立てると思うから」

「……わかりました」

　おれは再びパンプスを脱いで部屋に上がった。

「少なくとも、友達ではいられるわよね」

　洋子は寂しそうに言った。

「もうあんなことをしなければ」

　おれはソファで身を固くしたまま応える。彼女の寂しそうな顔を見て、おれはなんだか彼女が不憫に思えはじめた。

　不倫の恋。きっと、幸せではないのだろう。バイセクシュアルという、自分の性癖にも悩んでいるに違いない。

　それに、あのヤクザ風の男だ。あの男のことを、なんとしてでも探らねば。

　約束通り、洋子は二度とおれに迫らなかった。おれたちは結局、陽が沈むまでおしゃべりをした。もちろん、あんなことがあった後では、ぎこちないおしゃべりにならざるを得ない。それでも、洋子は二百万を用立てすることを約束した。また、「近くまとまったお金が入るから」なんて言って。その理由を、おれとしてはぜひとも知りたい。

　洋子はおれを地下鉄の駅まで送ってくれた。次に会う約束までしたくらいだ。別れるころには、おれの顔にも笑みが戻っていた。もちろん、演技だ。










【つづく】



小説指南セレクト
【読者の脳裏にイメージを刻む】

　栗林元




　以前から「説明するな描写せよ」と言っていますが、それが何故なのかを考えてみた。

　これは、言い換えれば「説明と描写のさじ加減」ということである。

「説明」の長所は、複雑なことをわかりやすく短く伝えることができること。同時に、登場人物の感情などを廃して客観的な印象を持たせられることである。

　逆に短所は、読者の脳を素通りしやすいことである。




　例を上げてみよう。

　主人公は高所恐怖症である。物語のクライマックスでミッションをコンプリートするため彼は否応なく高所に行ざるを得なくなる。

　その特に、「高所恐怖症」であるという事実の読者への提示が、物語の前段で、「彼は高いところが苦手であった」という説明だけであったなら、読者はそれを忘れてしまうかもしれないしラストの盛り上がりも低い。

　そこで、作家は物語の前段で、以下のようなシーンを描写するのである。




　塔の最上階にエレベーターが到着した。展望台である。扉が開くと同時に子供たちが歓声を上げて展望窓の方に飛び出していく。「こらこら走るな」という父親の声がする。

　隆は一番最後にエレベーターを降りると、入り口近くの壁にもたれ、「ここにいるから見てくるといいよ」と言って動こうとしなかった。

　顔が青ざめうっすらと冷や汗をかいているようだった。声も震えているようだ。

「大丈夫？」




　このような描写を入れておくと、読者の脳裏に、彼は高いところが苦手なのだというイメージが刻まれる。クライマックスにいたって、彼の最後の戦いが高所だと暗示されるだけでサスペンスが増す仕組みだ。ちなみに高所恐怖症を使うのは、ヒッチコックが映画「めまい」でやった手法でいわば定番。ミッションをクリアすると同時に主人公は恐怖症（または過去のトラウマ）を克服できたというお約束である。

　描写とは、読者の脳裏に「イメージで刻む」ことである。




「言葉」は心を素通りしやすいが「映像」は心に残るのである。




　小説指南https://cyta.jp/novel/s/shousetushinan/






俺対ドリルロボ
　murbo








　急に出てきた、俺対何とかロボ。宇宙キッドをちょっと休みしている間のお休みコンテンツです。ちょっと前にブログに載せてたロボットと俺の対決をコマ割って、漫画以下、イラスト以上みたいな。イラスト以上っていうのはクオリティという意味より物語のような部分で。何で俺が対決しているかは謎のまま、ロボットはただただ穴を掘り続ける穴掘りマシーンです。足回りは無限軌道がめんどくさかったので履帯をタイヤ状にしたものを組み合わせています。やっぱりもっとディティール入れたほうが良かったなあ。しかしこれはこういう感じで進める事にしているので、とりあえずこんな感じで次回も続きます。


　既刊本紹介



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【栗林元既刊本】



神様の立候補／ヒーローで行こう！
　平成二年の第三十九回の衆議院総選挙を舞台にした作品。主人公・西本は地方新聞・東海新聞の専属広告会社の営業。彼に下された使命は、泡沫候補の新聞用選挙広告を法定回数五回分を全て東海新聞の扱いで獲得すること。選挙広告の扱い件数は新聞の信頼度を計るバロメーター、他紙の専属広告会社も黙ってはいない。さらに問題が一つ。その候補者は、「龍神様のお告げで立候補を決意した」というおばあちゃんだったのだ。西本は無事に扱いを獲得できるのか？ そんな新聞広告の内側をユーモアたっぷりに描いた作品。この作品は、平成三年三月の「第二回ビジネスストーリー大賞」（テレビ東京主催・日本経済新聞社後援）で佳作入選した小説に加筆したもので、今回が初公開。 

　もう一編の「ヒーローで行こう」は平成十四年の作品。ツイッター登場の四年前、地方都市に住む四人のオタク中年が、ひょんなきっかけから正義の味方をすることになる物語。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00IB9F4OE






1988 獣の歌／他1編
　気がつくと、「獣」は新生児の心の中にいた。しかも、今まさに殺されようという瞬間だった。 

　間一髪、肉体から抜け出した獣は、一人の少女の心に飛び込んでいた。しかし、無理な跳躍で、多くの記憶を喪失してしまう。 

　人の心から心へ、性行為を媒介にして移動する獣。肉体もなく、意識の中に隠れ住む獣。 

　その知性は人より神に近く、その特性は、人より獣に近い「私」を語り手に、人の心に秘めた悲しみと欲望を赤裸々に描く。 

　私（獣）とは一体何者なのか。何のために人から人へと移動するのか。そしてどこへ行こうというのだろうか。異色のエロティックSFホラー。 

　他に、ハードボイルドミステリースタイルの官能小説「探偵・隆」を収録。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00KK5I61U






盂蘭盆会●●●参り（うらぼんえふせじまいり）他2編
「盂蘭盆会●●●参り（うらぼんえふせじまいり）」 

　18歳を目前にしたお盆の夕食で、仁は 「明日のお参りにはお前も来なさい」と、父から告げられる。同じクラスの中にも、もう「お参り」をしている者が何人かいた。話によれば長男は兄弟の中でも比較的早く「お参り」に連れていかれるのだという。果たしてそのお参りとはどのようなものなのか。 




「毛布の下」 

　少年時代の夏休み、あの空き地の廃屋で見た腐った毛布の下にあったのは、噂の通り、殺された少年の死体だったのだろうか。 




「尋ね人」 

　週一回のペースで､1年近く掲載され続けている尋ね人広告｡事故死した前任者の葬儀で出会った美しい母娘に秘められた悲しい宿命が､広告マン西本を翻弄する。 




　1990年代から2000年代前半にかけて書いた｢奇妙な味｣系の作品を集めた作品集である｡







　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NCD05MK






薔薇の刺青（タトゥー）/自転車の夏
「薔薇の刺青（タトゥー）」 

「姉のマリアンを探してほしいのです」、たどたどしい日本語で涙を浮かべた依頼人は、フィリピンからやってきた美貌のシンガー、テッシー・パドレスだ。保険事務所の下請け調査にうんざりすると、ついつい私は、こんな案件を受けてしまう。 

　日本人と結婚して永住権を手にしたマリアンは、どこへ消えたのか。昭和六十年の名古屋市を舞台に、外人タレントプロダクション、偽装結婚、など、裏社会を描いたハードボイルド作品である。 

「自転車の夏」 

　青空文庫に収録された青春小説に加筆した作品。 

　一九七七年春、栗山肇・十九歳は、かろうじて滑り込んだ愛知大学で、右も左もわからぬうちに少林寺拳法部に入部した。高校三年間、天文部で望遠鏡を覗いていた肥満気味の少年が、マンガ家志望で受験中にもケント紙にペンを走らせていた生粋の文化系の学生が、体育会でも最右翼の武團連合といわれる厳しさで右に出る者のないクラブ・少林寺に入ってしまったのである。 

「俺達、この四年間で恋なんてできるんだろうか…」 

　体育会の一年生の、恋や青春の葛藤や政治に対する怒りとは、全く無縁の疾風怒濤の毎日を描いたユーモア青春小説である。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00RQ5LMQ8



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記
　murbo／わー、配信ぎりぎりだw 編集後記です。

　第19号もなんとか発行できます。皆様お疲れ様です。

　表紙はその辺の建機ですw。でも昭和ガメラの主題歌を歌った大映児童合唱団が実際はそこらへんの子供を集めて歌わせただけというところから着想を得ています。作家なのでこういう屁理屈を言っていこうと思いますw




　murbo／ZNOVAはいつ見てもかっこいいですね。レーシングカーのイメージでデザインできるといいなあ。




　渡辺哲也（以下、渡辺）／ありがとうございます！




　栗林　元（以下、栗林）／お疲れ様でした。




　murbo／ZNOVAは設定やストーリーは作ってないんですか？

　栗林さんもお疲れ様です。




　渡辺／もともと、映像作るの大変だから設定だけでなんとか出来ないか！みたいなコンテンツなので 設定あります。




　murbo／すげー！ CGディレクターなのに、なんて後ろ向きな制作態度w！




　渡辺／楽して儲けたいじゃないですかw

　結局、お仕事も忙しくなっちゃって、うっすら立ち消えちゃった感じなんですけど

　今だと、3Dプリントとかと絡めたいですね。




　murbo／映像大変ですもんね。映が作って儲かったのはジョージルーカスくらいじゃないですかねぇ。それくらい大変。




　渡辺／そういえば、大昔にアニメ会社のAICの社長に見せた時は、OVAにしよう！みたいな事を言ってもらったことはありますよw




　murbo／わー！チャンスじゃないですか！




　栗林／やっぱりCMなどで金が出る仕事に絡めて絵を作らせてもらうしかないでしょうかねえ。昔あったじゃないですか、パチンコ屋のCMでブレードランナーやっちゃった、スタジアム1100とか。




　渡辺／お仕事にするならそういうのもいいですね～権利も持ってかれちゃいそうですけどw




　murbo／いかに版権ビジネスにするかです。作家からは遠くなっちゃいますね。起業するしかないですw




　栗林／楽しみや趣味だと時間を取られるのが辛いし、どうせ楽しみだからというか甘えも出そうで、私の場合はそれで投げ出した作品の多いこと多いこと。




　murbo／作品を継続して作るためのプロデューサーがいるのかな。そういうのアニメ製作でなかったかな？続かなかったのだろうか？




　栗林／広告会社の制作や、プロダクションに「こういうことができる」「こんなプロモーション仕掛けられますよ」と提案するとか、フリーであれば異業種交流会とかで自己ピーアールしまくるとかでしょうか。、




　murbo／バンドとかも込みで、ブレイクスルーは下からの押上よりトップダウンだと思うんです。もちろん作家も精力的に作っていないといけませんが。オーディションやコミケも含めて作家がアピールする場はこれまでもあるので。

　僕がお金持ちだと、北極大陸がそういうプロデューサーが引き上げるみたいな場になるのにねw




　渡辺／毎回お金の話しになりますねw




　murbo／そうですね～ いつもお金だけは無いですからねw




　栗林／確信をもってそう言われても(涙)




　murbo／で、個人的には若干ご無沙汰している弾射音さんの凌聖愚遊はパート18。知り合いの女装子とか思い出しつつ読んでます。




　murbo／栗林さんの小説指南セレクトは印象の残る描写について。手抜きして状況も心情も説明しちゃって、キャラクターはずっと同じ場所にいるってことは、若手にはちょいちょいあります。




　栗林／ラノベや携帯小説はそんな感じのオンパレードかも。




　murbo／実はそういうのに出会ったことがありまして、それにアニメをつけよう！という話で。読んでみるとシーンが全然動いていないのw 映像と小説の表現の違いを見ましたよ。




　栗林／マンガでも「顔マンガ」って言われますね。ブレストショットと顔のアップに台詞だけで物語が進むという。




　murbo／台詞で進行するのはジャンルを限定すれば出来なくも無いですからね。ただアクションシーンはきついですw

　で、僕はロボと対決してます。宇宙キッドはお休みです。

　来月はなんとかまともにできるといいなあ。




　murbo／ということで今月も皆様ありがとうございます。


　北極大陸　第19号

　2016年6月1日発行

　編集、レイアウト／murbo

　発行／電子パブ
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